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1　はじめに
　近年慢性腎不全患者は増加し、余儀なく血液透析
（以下HDと略）または、腹膜透析（以下CAPDと
略）に導入となる患者もこれに比例し増加している。
　CAPD療法は腎不全患者に対し、家庭や職場で行
える在宅高度医療として普及してきた。武山1）が「看
護婦はまず第一にr生きるための技術』、つまり患者
が退院してから安全かつ効果的に自分のケアを行うの
に必要な技術を教えなければならない」と述べている
ように、私たちも退院後、患者が不安なくCAPDの
自己管理ができるように指導してきた。しかし指導内
容が多い為、指導が一方的になりやすく、どれだけ患
者が理解しているのか、患者が自己管理していく上で
ほんとうに必要な指導がなされているか疑問を抱いた。
　そこで今回半面成型インタビューにより、患者のニ
ードと患者指導のあり方について検討することができ
たので報告する。なお患者指導とは、患者がCAPD
の自己管理ができるように、ケアと技術を指導した内
容をいう。
II　研究方法
　1．調査期間
　平成11年6月～平成11年10月
　2．調査対象　　（資料1参照）
　3．調査方法
　上記期間中、定期外来通隣及びその他の再来のあ
　つた時にインタビューを行う
皿　結果
　インタビュー内容と結果は図1～16に示す
IV　考　察
　導入前にCAPD担当看護婦より、パンフレットに
沿って説明してほしいと思っている患者は70％以上い
た。理由として「不安が大きいのでできるだけ詳しく
説明してほしい」　「先生から説明されたが、最初はば
く然としているので説明してほしい」「生活がどう変
わるか知りたかった」という意見があった。これは、
腎不全保存期の外来通院中に、医師よりHDまたはC
APDの説明がなされCAPD導入目的で入院となる
が、い6たいこれからどうなるのだろうという在宅自
己管理に対しての不安が大きいことから、　rもっと詳
しく説明をしてほしい』という気持ちが生じていると
思われる。CAPD担当看護婦は、腎不全保存期より
患者と接し、CAPD室の見学やパンフレットを見せ
るなど導入前の看護介入が必要であると思われる。ド
ナ・Rファルヴォ2）は「医療従事者一患者関係は互い
に信頼し合い、かつ患者各人のニーズに沿った患者教
育を実践することによって初めて達成される」と述べ
ている。そして犬塚3）は「患者や家族と良いコミュニ
ケーションを図り、不安を軽減させる」と述べている
ように、導入前より医師から情報収集を行い、患者と
接することで患者のニードに合った指導計画を立案し
ていくことが大切である。ビデオ見学についても60％
以上の患者が導入前に見ていないが「カテーテルがど
こからでているのか、他の人のを見たかった」という
意見と、　「見るとかえって不安になる」という意見に
分かれているため、患者の意向を聞いた上でビデオを
紹介していくのが良いと思われる。
　バック交換時の手洗いについては、全員が行ってい
るが、マスクをしていない患者が44％を占あた。導入
して6ケ月以降の患者に多く、ある程度慣れてくると
「手洗いをしているから大丈夫」「あんどうだ」「忘
れてしまう」ということから、必要性を忘れているよ
うだ。腹膜炎の原因にもなりうるということで、清潔
について外来通院時に再指導していく必要がある。
　緊急時の対応について、導入直後はほぼ全員覚えて
いるが、導入して時間が経過すると忘れている。　r実
際なっていないので理解しているようで理解していな
いかもしれない」という意見があった。緊急時の対応
については退院後の外来通院中においても、患者の理
解度を評価し再指導していく必要があると思われる。
ドナR・プァルヴォ2）は教えられたことをのちに思い
出せる率が悪い理由として「一度に多くのことを教え
一47一
られること、患者の不安が強いこと、医学知識が少な
いこと、知的レベルが低いことと関係がある。患者教
育をする場合、医療者は簡単で正確な言葉を使うべき
であり、そして患者が全体をつかめるように十分に教
えるべきである」と述べている。日頃から指導する時
は、患者の知的レベルに合わせて説明していけるよう
に心がけたい。
　カテーテルケアについての指導は、導入して6ケ月
以降の患者で毎日カテーテルケアを行っていないと答
えている。カテーテルケアは出口部の清潔を保持する
ことと、出口部感染の早期発見にも欠かせない行為で
あるということを患者に再指導していく必要がある。
　最後に、退院する時一番知りたかったこと、不安だ
ったことは何かの質問ではいろいろな意見があったが、
rCAPDを何年できるか」という予後についての不
安が多く聞かれた。次いで自己管理に対する不安も聞
かれた。谷川ら4）は「人がサポートを必要とする時に
は、病気の持つことの大変さ、自己管理の大変さ、バ
ック交換や通院をしながら生活することの大変さ、な
どを知るものとして専門の知識を駆使しながらケアが
提供できるように努力したい」と述べているように、
CAPD担当看護婦は、患者の身体管理を見つあると
ともに、CAPDの管理者として自信が持てるよう心
のケアも大切だということを念頭におきたい。不安は
別にないという患者は「毎日顔を合わせ、指導しても
らっていたので、退院後の不安はなかった」との意見
だった。指導時間は1時間程度であるが、指導内容を
病棟看護婦に申し送り患者の達成度を評価している。
犬塚3＞が「指導内容について、病棟ナースと情報交換
を密にし、患者に混乱を来さないように一貫した指導
を行い」と述べているように、病棟と連携し病棟での
患者の行動や言動を知り、患者指導に役立てていかな
ければならない。
V　まとめ
1．腎不全保存期より、患者の疑問、不安に対し看護
介入を患者はのぞんでいる。
2．指導された内容は、患者が自己管理していく上で
　自己流になりがちなため、退院後も教育指導の評価
　と再指導が必要である。
3．退院後も指導された内容が継続できるよう、また
　患者が在宅管理者として自信が持てるように精神的
　サポートをしていくことが大切である。
VIおわりに
　患者指導のふり返りを行ったことで、患者のニード
と指導のあり方を知ることができた。患者からの情報
を生かし、これからの指導に役立てていきたい。
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資料1　対象の背景 3．自宅でバック交換時に手洗いとマスクをして
CAPD症例
　最近の2年間に新規導入となった
　　　　18台目男性11名、女性7名）
　導入後1年以上2年未満　　　8名
　導入後6ケ月以上1年未満　　5名
　導入後6ケ月未満　　　　　　5名
職業　　会社員　自営業　主婦　無職
年齢　　29歳～71歳
指導期間　　平均22日間
　いるか
図3
は　い
いいえ
10名
55．　6fO）6
8名
44．　4％
4．洗浄やバック交換の見学期間を長くした方が
インタビュー内容と結果（n　・・　18）
躍　：導入後1年以上2年未満
匿藍］：導入後6ケ月以上1年未満
［二］：導入後6ケ月未満
1．CAPD導入前にパンフレットを渡しているが、
パンフレットに沿って詳しい説明があった方が
　良いか
図1
は
いいえ
い譲董［コ
2．CAPD施行者のビデオを見たか
図2
はい
L・L・・z
見た方が
見なく’CRL’
13名
72．　2906
5名
27．　8％o
　良いか
図4
はい? 1名5．　6　906
5．緊急時の対応について次の項目について理解して
　いるか
図5
　1）注液・排液不良
は　い
いいえ霧
2）カテーテル出口部異常
6名　　　は　い
33．　3　9060
12名
66．　79060
いいえ
国
3）接続部の汚染
16名
88．　9％
2名
IL　1％
17名
94．　4％
1名
5．　6　％o
7名
5名
はい
いいえ，
0名
O　SO）6
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　4）機材の故障
は　い
いいえ
　5）血性排液
は　い
いいえ
　6）液もれ
は　い
いいえ
　7）腹膜炎
は　い
いいえ
　8）いっ水
は　い
いいえ
　9）脱水
は　い
いいえ
翻
国
　　　l　lO）カテーテルクランプの使用方法
1舞i一国　　　1管％
11名　　i6．毎日カテーテルケアを行っているか
61．1％i図6
83．3％　I
　　　i7．定期外来通院について詳しく説明してほしいこと
3名　　i　はあったか
16．7％i図7
i69　1はい酬　　胤
11．1％　i
　　　　l8．定時の電話連絡についての説明は十分だったか
　　　　i図8
醜い葺鶏三三］　話
7名　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0名
38．、9％iいいえ　　　　　　　　0％
17名　　i9．退院後定時電話連絡は週2回で負担か
94．4％i図9
　　　　i一垂嚢彊凹　㌫
　　　一50一
10．外出、旅行についての説明の時期は入院中でも
　良いか
図10
15名
83．　3　9（of
3名
16．　7　906
　　シャワー浴の指導は実際あった方が良いか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77．　8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．　29060
12．入浴指導は医師の許可がでてからの方が良いか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94．　4％o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　6　9060
13．定時の電話連絡以外どういう時に連絡するか知っ
　ているか
図13
14．夜間、休日の連絡方法は知っているか
図14
は　い
いいえ
IL
図11
は い
いいえ
図12
は い
いいえ
謹
18名
100％
0名
O　906
は　い
いいえ
図15
18名
100％
0名
O　％o
15．パンフレットを読み直すことがあるか
はい
16．退院する時、何が一番知りたかったか、また何が
不安だったか
　・予後、回復
　・自己管理に対する不安
　・経済的負担
　・ゴミ処理
　・機材の置き場所
　・不安は別にない
は　い
いいえ
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